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生 活 環 境 部 
 

市民生活課・環境政策課・環境センター 

さくらリサイクルセンター・しらさぎクリーンセンター 

浄化センター・住民課・清掃事業課 

 

 

生活環境部は、自治会活動などの自治振興や、ごみ収集や環境対策など市民の

生活に密着した事業を行っています。 

本年度より各種届出、証明発行などの窓口業務を担当する住民課が創設されま

した。 
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生活環境部 市民生活課 
 
事 業 名 市民相談業務経費 予算額 １，０３５千円 
◆ 事 業 概 要 
行政相談や心配ごと相談、法律相談などの無料相談を開設しています。平成１８年度は市民から 要

望が多い蜂の防護服を購入し貸出をします。（５８１千円） 
 
事 業 名 地区市民センター整備事業 予算額 ５９，３９１千円 
◆ 事 業 概 要 
市行政と地域住民とを直接結ぶコミュニティ施設として、市内２６ヶ所に地区市民センターを設置し

ています。本年度から３ヶ年計画で、地区市民センター未設置地区の整備を進めます。 
事 業 名 自治振興経費 予算額 １４９，１４０千円 
◆ 事 業 概 要 
市行政に関して市民との円滑な連絡を図り、地区における自治活動を振興するために地区委員を委嘱

し、職務を進めていただいています。（５，４７８千円） 
自治会（自治会、町内会、区など）に公民館建設費、街路灯設置費や掲示板設置費の一部を補助して

います。（３８，２４０千円） 
伊賀市自治会連合会に活動費用の一部を助成しています。（３，１８８千円） 

 
事 業 名 住民自治協議会推進経費 予算額 ４６，２１８千円 
◆ 事 業 概 要 
伊賀市自治基本条例に基づき、住民自治協議会に財政支援を行います。 
 
事 業 名 交通安全対策経費 予算額 ４，２１７千円 
◆ 事 業 概 要 
駐輪禁止区域（自転車等放置禁止区域）の監視、市営駐輪場の管理や放置自転車の撤去作業などを行

います。（１，９４４千円） 
高齢者を対象とした交通安全教室を開催します。（３８０千円） 

 
事 業 名 交通災害共済見舞金受託事業 予算額 ３８，３４９千円 
◆ 事 業 概 要 
交通事故被害者の窮状救済の一助として県民相互が助け合う、三重県交通災害共済事業の加入促進を

図ると共に、見舞金の給付事務を行います。 
  
事 業 名 狂犬病予防経費 予算額 ８，５３４千円 
◆ 事 業 概 要 
狂犬病予防法による予防注射を行います。（６，９９６千円） 
捨て犬や捨て猫を防ぐため、犬や猫の不妊手術あるいは去勢手術の費用の一部を助成しています。  
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生活環境部 環境政策課 
 
事 業 名 感染症予防業務経費 予算額 １３８千円 

◆ 事 業 概 要 
自治会による溝掃除等の時に衛生害虫防除をするために噴霧器及び乳剤の貸し出し、提供を行ってい

ます。 
 
事 業 名 環境保全対策事業 予算額 ５３，８３１千円 

◆ 事 業 概 要 
環境基本計画の策定、不法投棄監視ウィーク、環境保全市民会議活動補助、市民フェスタ秋の４事業

が大半を占めます。 
・不法投棄監視ウィークは、環境月間である６月の１週間を重点的に監視活動を展開し、職員だけでな

く、自治会等と共に伊賀市全域を美しくするための不法投棄監視活動・啓発を実施します。 
・市民フェスタ秋は、健康まつりと、環境フェスティバルの合同開催とし、この中で夏休みの環境保全

啓発作品の募集において優秀な作品の表彰式を行います。また環境に有益な活動をしている企業や団

体などが各ブースで展示なども行います。 
・環境保全の推進を図ることを目的とする活動団体への補助金として、環境保全市民会議に補助金を交

付します。 
・ 環境基本計画の策定業務を平成１７年度に引き続き取り組みます。 
・ 伊賀市環境保全負担金条例に基づく負担金を環境保全基金に積み立てます。 
 
事 業 名 生活排水対策事業 予算額 ６９６千円 

◆ 事 業 概 要 
久米川流域が生活排水対策重点地域に指定されたのに伴い、市が推進する効果的な啓発活動に協力

し、促進することを目的として、久米川流域生活排水対策促進協議会が設置され、現在、水質検査や、 
水質保全の為の河川清掃活動を行っています。特に久米川クリーンウォーキングでは参加者 300人規模
で、久米川の清掃活動を行います。 
 また、大戸川生活排水浄化パートナーシップ協議会の活動に参画します。 
 
事 業 名 環境セミナー開催事業 予算額 ３９６千円 

◆ 事 業 概 要 
環境問題を身近に感じ、広く市民に環境保全に関する関心を持ってもらうために、年間を通しセミナ

ーを開催し、環境の大切さを“気付く”学習を行います。 
・環境セミナーを年 4回予定し、1回の対象人数が 20人～30人で「ごみの分別・リサイクル」、「紙
芝居」などを行います。またそのときの様子を後日、伊賀市ホームページにて公開していく予定です。 

・夏休み環境保全啓発事業は、小中学生を対象とし夏休みを利用して環境について考えてもらう機会を

与えるとともに、リサイクル工作、環境啓発ポスター及び標語を募集し、優秀作品については、環境

フェスティバルにて表彰をおこないます。昨年度は 1000人以上の応募がありました。 
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生活環境部 環境センター 
 
事 業 名 環境保全対策事業 予算額 １，７８１千円 

◆ 事 業 概 要 
大気汚染監視測定やダイオキシン類測定等を行います。また、公害を未然に防止するため三重県公害

事前審査会申請を行います。 
 
事 業 名 環境センター維持管理経費 予算額 １１，３４７千円 

◆ 事 業 概 要 
騒音・振動レベルの測定や、水質・悪臭物質濃度等の検査分析を行います。また、地域住民等に憩い

と学習の場を提供することを目的として、ビオトープ池・体験研修室等を整備・管理します。 
 
 

 
事 業 名 エコシール制度事業 予算額 １０千円 

◆ 事 業 概 要 
市内の事業所に対し、環境活動において環境負荷を低減し、環境に配慮した取り組みを推進します。 
具体的には、加盟店で環境に配慮した買い物等、環境に関する行動をした場合にもらうエコシールを

２０枚集めると 100円の金券として使うことができます。そうすることにより少しでも環境に配慮した
活動を広げていきます。 
 
事 業 名 住宅太陽光発電システム普及支援事業 予算額 ３，２００千円 

◆ 事 業 概 要 
住宅太陽光発電システム設置者に対して、その経費の一部を補助することにより、環境への負荷のな

いクリーンエネルギーを促進するとともに、市民のエコに対する意識の高揚を図ります。 
 
事 業 名 ISO１４００１推進事業 予算額 １，５１９千円 

◆ 事 業 概 要 
地球温暖化防止のために二酸化炭素の削減など、環境への負荷をできる限り小さくしていくための手

段として、市役所の ISO１４００１を継続します。また、本年度は、１９９６年版から２００４年版へ
の大幅な改定も行います。 
また、ISO更新のための外部審査を４月に受審し、内部監査委員研修も実施します。 
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生活環境部 さくらリサイクルセンター 
 
事 業 名 ごみ燃料化及び施設維持管理経費 予算額 １，０１３，５１５千円 

◆ 事 業 概 要 
１ 処理施設の状況 
  可燃ごみの処理施設として、平成１４年１２月から稼働し、搬入ごみを破砕・選別・乾燥して 
 消石灰を混入させ成形する固形燃料化施設で、臭気、騒音、粉じん等の公害防止措置を有して、 
 衛生面にも配慮しています。 
   処理方式  ごみ固形燃料化（ＲＤＦ化）施設 
   処理能力  １３５ｔ／日（４５ｔ／１６ｈ×３系列） 
 
２ 施設維持管理に関する委託事業と処理業務管理体制経費   ２５５，０４１千円 
  施設の運転等維持管理については、直営で行うことが困難と判断して、可燃ごみの搬入受付・ 
計量とごみピットへの搬入指示を含めて民間委託により行います。又、製造したＲＤＦについて 
は、４台のダンプトラックを保有し、４人の嘱託職員により、三重ごみ固形燃料発電所（桑名市） 
まで運搬します。 

 （１）施設運転管理及び保守点検業務委託          ２２９，００５千円 
 （２）ＲＤＦ運搬業務人件費                 １４，５６６千円 
 （３）その他施設維持等に係る経費              １１，４７０千円 
 
３ 施設維持補修及び点検業務経費              ５７２，３４４千円 
  施設維持においては、年１回の各施設及び機器の点検業務と合わせて、破砕刃などの機器内の 
 消耗部品を、耐用度合を確認して交換しています。又、脱臭装置に使用する活性炭を、その消耗度 
を確認しながら交換を行う予定です。その他、ＲＤＦに混入する消石灰、汚水処理に必要な薬品類は、 
施設の稼働状況に応じて購入を行います。 
 （１）施設・設備保守点検業務委託料（法定を含む）       ４，７７２千円 
 （２）設備機器消耗品購入経費               ２５０，０００千円 
 （３）脱臭装置用活性炭購入費                ６７，０００千円 
 （４）設備修繕料                      ３０，４００千円 
 （５）消石灰購入費                      ９，５００千円 
 （６）油脂・薬品類購入費                   ２，５４０千円 
 （６）乾燥用燃料代（灯油）                １１９，２４６千円 
 （７）電気使用料（管理棟使用分を含む）           ８２，３００千円 

 （８）その他維持管理経費                   ６，５８６千円 

 

４ ＲＤＦ持込及び処理委託事業経費              ６９，４２６千円 

  ＲＤＦについては、発電用燃料として使用されていますが、三重県企業庁と「ごみ固形燃料の 

 搬入に関する協定書」を締結し、三重ごみ固形燃料発電所への搬入実績により、１トン当り単価の 

委託料を支払います。 

  その他、発電所の点検等により、ＲＤＦの処理が出来ない場合、企業庁からの指示により、住友 

 金属工業㈱和歌山製鉄所へ運搬する予定です。 
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 （１）ＲＤＦ焼却処理業務等委託料              ５２，３２４千円 
 （２）ＲＤＦ運搬経費（自動車用燃料・有料道路通行料）    １７，１０２千円 
 
５ ごみ燃料化施設冷却装置強化工事              ９４，０００千円 
  施設で製造しているＲＤＦを三重ごみ固形燃料発電所へ搬入するときの温度について、「ごみ 
 固形燃料の品質管理に関する規程」の定める基準を常に満たすことができるようにするため、現在 
 施設に設置している冷却装置の性能を強化する工事を行う予定です。 
 
６ 資源循環型処理施設整備に伴う県補助（積立金）       ２２，７０４千円 
  ＲＤＦ施設整備に対して、県の補助要綱により、平成１４年度から平成１９年度までの間で、 
 １億円の交付があります。 
  市としては、この交付金を減債基金への積立を行います。 
 
 
 
 
 

生活環境部 しらさぎクリーンセンター 
 
事 業 名 資源化ごみ処理及び施設維持管理経費 予算額 １１７，８８３千円 

◆ 事 業 概 要 
市内から排出される資源化ごみの再生資源化処理を行います。 
金属類圧縮施設、ビン類選別ライン施設、ペットボトル選別等施設、紙・布選別施設の運転及び維持

管理費 
 
事 業 名 不燃物処理及び施設維持管理経費 予算額 ３，９８８千円 

◆ 事 業 概 要 
市内から排出される不燃性廃棄物（建設系）の埋立処分を行います。 
不燃物処理場の維持管理費 

 
事 業 名 施設整備事業 予算額 ５２７，５２０千円 

◆ 事 業 概 要 
国の循環型社会形成推進交付金（事業費の１／３）を活用して、旧清掃工場の解体工事を行います。 
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生活環境部 浄化センター 
 
事 業 名 し尿処理及び施設維持管理経費 予算額 １９０，０３４千円 

◆ 事 業 概 要 
第２処理場の運転管理、その他処理施設の維持管理上必要な業務を委託します。 

・第２処理場運転管理業務委託料  ５４，４９５千円 
・第１処理場各槽内清掃業務委託   ３，２２５千円 
・第２処理場受入槽清掃業務委託  １０，４１６千円 
・第２処理場貯留槽清掃業務委託   ２，１００千円 
・第２処理場給排風機保守点検業務委託  ２８９千円 
 
事 業 名 施設整備事業 予算額 ７１，３００千円 

◆ 事 業 概 要 
第１、第２処理場の設備補修に係る年間工事費です。特に老朽化が進む第１処理場は多くの工事費が

かかります。 
・第１処理場設備補修工事     ５０，０００千円 
・第２処理場設備補修工事     ２０，０００千円 
・第１処理場受入室床補修工事    １，３００千円 
 
 
 
 

生活環境部 住民課 
 
事 業 名 窓口業務経費 予算額 ９，８７９千円 

◆ 事 業 概 要 
婚姻届や異動による諸届けや、印鑑条例による登録、証明事務など、市民の皆様の窓口としての業務

を行っています。 
 
 
事 業 名 戸籍住民基本台帳経費 予算額 ２１，９７３千円 

◆ 事 業 概 要 
住民基本台帳法、戸籍法に基づく事務などを行う経費であり、膨大なデータを処理するので、事務の

効率化のため電算処理を行っています。 
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生活環境部 清掃事業課 
 
事業名 環境保全対策事業 予算額 ３，４０８千円 
◆ 事 業 概 要 
不法投棄防止のための監視及び環境パトロールに努め、一層の取り組みを推進します。 

 
事 業 名 一般廃棄物減量等推進事業 予算額 ６，２８１千円 

◆ 事 業 概 要 
一般廃棄物の処理及び清掃に対する市民意識の高揚と、一般廃棄物の減量化・再資源化及び環境美化

を図ります。 
特に、ごみ減量リサイクル等推進委員会と連携して、指定ごみ袋の導入を実施します。 
一方、PTA等の学校教育団体、児童福祉法による児童、障害者基本法による団体などに対する資源再
利用物回収奨励金の交付や、各家庭での生ごみ処理機の設置に対する補助金の交付も実施します。 
 
事 業 名 資源ごみリサイクル促進事業 予算額 １，０２０千円 

◆ 事 業 概 要 
ハイツ芭蕉、府中小学校、神戸小学校及び上野東小学校に設置してある大型ごみ処理機の維持管理を

行います。 
 
事 業 名 ごみ収集経費 予算額 ２９０，００７千円 

◆ 事 業 概 要 
青山地区を除く伊賀市の一般廃棄物収集計画（ごみ収集カレンダー）の作成や、家庭ゴミ等を収集す

るための経費で、そのほとんどが収集業務委託に係るものです。 
 

 


